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令和 8 年 7 ⽉ 
⼀般社団法⼈街路樹・都市樹⽊診断協会 

街路樹・都市樹⽊診断⼠認定委員会 
 
 

街路樹・都市樹⽊診断⼠認定制度について 
 

 
 １．街路樹・都市樹⽊診断⼠について  

街路樹・都市樹⽊診断協会は、平成 10 年（1998 年）に VTA ⼿法を⽤いて倒⽊の危険がある樹⽊を事前に発
⾒し、適切な処置を施すことを⽬的に設⽴されました。我々は、協会活動を通じて道路交通の安全と快適な都市
環境の創造に寄与していると⾃負しております。当協会が定着を図ってきました、「樹⽊のリスクマネジメン
ト」に関する技術は、協会員の絶え間ない診断⽅法の普及活動と研修会や出版を通しての技術の平準化への取組
みによって、国道をはじめ⽇本各地の主要道路で⽤いられるようになりました。また、これら技術は街路樹にと
どまらずに、公園の樹⽊など都市樹⽊（Urban Tree）全般に⽤いられるようになりました。 

しかし、その半⾯で、協会が⾏なった技術の普及と平準化への取組みが弊害をもたらしました。実務経験の浅
い樹⽊医が当協会のマニュアルを⽤いて、安易に診断を⾏っている事例が⼀部で⾒られるようになりました。こ
の状況を放置しておくと診断技術の劣化を招き、街路樹・都市樹⽊診断協会が築き上げてきた社会への信頼を失
うことになりかねません。 

街路樹・都市樹⽊診断協会は、樹⽊のリスクマネジメントに関するプロフェッショナル集団です。専⾨的な知
識と技術を持つ専⾨家として、⼈と都市樹⽊の共⽣に向けた活動を通して、社会に対する信頼性と診断技術の信
頼性をより⾼めることを⽬的として平成 22 年（2010 年）3 ⽉に「街路樹診断⼠」認定制度を発⾜しました。 

平成 27 年（2015 年）3 ⽉には道路緑化基準が改訂され、道路管理者は「樹⽊等の管理にあたっては、道路巡
回や道路利⽤者からの道路の異常等に関する情報の活⽤により、道路交通への⽀障や道路使⽤者等の危険の未然
防⽌に努めなければならない。」と規定されました。都市樹⽊のリスクマネジメントに⻑けた専⾨家が求められ
ています。 

 
 

 ２．資格名称の変更について  

当協会はこれまで街路樹の健全度診断を中⼼に、都市における樹⽊の安全性・快適性向上を⽬的に活動してま
いりました。近年では、公園樹⽊など都市全体の樹⽊へと対象を広げ、アーバンフォレストの充実を⽬指す活動
を推進してまいりました。こうした活動の広がりを反映し、令和 7 年（2025 年）10 ⽉に協会の名称を「⼀般社
団法⼈街路樹・都市樹⽊診断協会」へ変更いたしました。 

これにより、資格名称も「街路樹・都市樹⽊診断⼠」に変更されます。街路樹に加え公園緑地等の都市樹⽊全
般を対象とします。この変更に対応した新しいカリキュラムでの認定を令和 8 年度（2026 年度）から開始いたし
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ます。 
 
 

 ３．街路樹・都市樹⽊診断⼠の位置付け  

街路樹・都市樹⽊診断⼠は、本協会会員の樹⽊医で、⼀定レベル以上の診断技術に達していると認定された者
に与えられる名称です。  

樹⽊医は、樹⽊の診断及び治療･後継樹の保護育成並びに樹⽊保護に関する知識の普及啓発と指導を⾏う専⾨
家です。その中で街路樹・都市樹⽊診断⼠は、樹⽊医が持つ専⾨性のうち都市樹⽊を対象とした診断の知識と経
験を有する者です。街路樹・都市樹⽊診断⼠に求められる知識は、樹⽊に関わるもの以外に都市樹⽊に関わる法
規や役割など多岐にわたります。   

街路樹・都市樹⽊診断⼠の役割は、協会が認めるマニュアルに基づき、専⾨的な観点から総合的に樹⽊診断を
⾏なうことにあります。 
 
 
 ４．街路樹・都市樹⽊診断⼠新規認定試験  

(1) 受験資格 
・⼀般社団法⼈街路樹・都市樹⽊診断協会の正会員、賛助会員に所属していること。 
・樹⽊医資格取得後 3 年以上経過していること。 
 
(2) 認定⽅法 
・書類審査 

協会が定める「街路樹・都市樹⽊診断⼠新規認定申請書」を提出し、街路樹・都市樹⽊診断⼠認定委員会の
審査に合格すること。 

・街路樹・都市樹⽊診断⼠新規認定試験講習・択⼀式試験 
オンライン講習を受講・択⼀式試験に合格すること。 

・実地講習・実地試験 
各⽀部にて開催される実地講習を受講、実地試験に合格すること。 

 
(3) 認定要件 

認定には以下の要件を満たさなくてはなりません。 
・⼀般社団法⼈街路樹・都市樹⽊診断協会の正会員、賛助会員に所属していること。 
・街路樹・都市樹⽊診断⼠新規認定試験に合格した者であること。 
・街路樹診断事業者保険に加⼊している者であること。 

 
(4) 資料代 
 3,300 円（消費税込） 
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(5) 認定料 

5,500 円（消費税込） 
 

(6) 認定の有効期間 
5 年とする。 
 
 

 5．認定後に必要な⼿続き  

(1) 街路樹診断事業者保険の継続加⼊   
街路樹診断事業者保険への加⼊は必須です。 
保険期間は毎年 12 ⽉ 1 ⽇午後 4 時から翌年 12 ⽉ 1 ⽇午後 4 時までの 1 年間です。 
毎年の保険更新時には、継続加⼊の⼿続きを⾏ってください。 

 
(2) 認定の更新（重要） 

認定の更新には年 1 回実施される以下の⼿続きが必要です。更新対象者は以下のいずれかに該当する⽅です。 
・有効期限が近づいている⽅（資格の有効期間内） 
・有効期限を過ぎて 5 年以内の⽅（資格が停⽌状態にある⽅） 

更新⼿続き 
・更新講習の受講：新規認定試験と同程度の内容の講習を受講する必要があります。  
・5 年間の経歴の提出：直近 5 年間の実務経歴を記述式で詳細に提出していただきます。提出された経歴は、

街路樹・都市樹⽊診断⼠認定委員会による厳格な審査を受けます。 

⼿続きの流れ 
・更新講習を完了し、経歴審査に合格することで、資格の更新が認定されます。 
・更新⼿続きに関する案内は、資格の有効期限が近づいている⽅、または有効期限を過ぎている⽅に事務局よ

り通知されます。 

注意事項 
・更新を⾏わない場合、資格は停⽌状態となり、最終的には失効する可能性がありますので、必ず期限内に⼿

続きを完了してください。 
 

 
 ６．認定の停⽌・失効  

認定後、認定要件を満たしているか管理いたします。認定要件を満たしていない場合は、認定状況を「停⽌」ま
たは「失効」と名簿に登録いたします。 

認定状況が「停⽌」または「失効」となる条件と、対応⽅法については以下の表をご参照ください。⼿続きの詳
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細は、事務局までお問い合わせください。 
 

状況 停⽌・失効の条件 認定 
状況 有効化・再認定の⼿続き 備考 

有
効
期
間
内 

街路樹診断事業者保険に未加
⼊ 停⽌ 加⼊⼿続きを⾏うことで資格は有効化

されます。 
 

協会員でなくなった場合 
･所属会社が退会した場合 
･所属会社を退職した場合 

失効 
協会員でなくなった後、再度協会員に
なった場合は、変更申請を提出するこ
ことで、再認定可能です。 

有効期間は「再認定⽇から失効前
の有効期限」までとなります。 

有
効
期
限
を 

過
ぎ
て
い
る 

更新を⾏わなかった場合 
(有効期限を過ぎて 5 年以内) 停⽌ 

年 1 回実施される更新講習を受講し、
更新申請書を提出。審査合格後に資格
が更新されます。 

更新後の有効期限は「更新⽇から
更新前の有効期限を基準とした 5
年後」までとなります。 

協会員でなくなった後、再度
協会員になった場合 
(有効期限を過ぎて 5 年以内) 

停⽌ 

変更申請を提出後、年 1 回実施される
更新講習を受講し、更新申請書を提
出。審査に合格することで再認定可能
です。 

再認定後の有効期限は「更新⽇か
ら更新前の有効期限を基準とした
5 年後」までとなります。 

有
効
期
限
か
ら 

５
年
経
過 

資格停⽌が 5 年間続いている
場合 失効 

新規認定試験を受験し、全ての⼿続き
を完了する必要があります。 
（書類審査、オンライン講習・試験、
実地講習・試験） 

以前の資格内容を引き継ぐことは
できません。 
新規資格取得と同じ⼿順が求めら
れます。 

 
 
 ７．登録事項の変更  

認定証に記載されている登録事項が変更になった場合は、変更申請書を提出してください。変更後の認定証を発
⾏いたします。⼿続きの詳細は事務局までお問い合わせください。 

 

変更内容 必要な⼿続き 追加⼿続き 費⽤ 

⽒名 変更申請書を提出 なし 認定証発⾏⼿数料： 
5,500 円（消費税込） 

会社名称 変更申請書を提出 なし 認定証発⾏⼿数料： 
5,500 円（消費税込） 

所属会社の変更 
･転職などで所属会社が変更になった場合 
･所属会社が協会員であることを確認してく
ださい。 

変更申請書を提出 街路樹診断事業者保険への
新規加⼊が必要です。 

認定証発⾏⼿数料： 
5,500 円（消費税込） 
保険料：2,400 円 

 
 
 ８．お問い合わせ先  

⼀般社団法⼈街路樹・都市樹⽊診断協会 事務局 
〒106-0047 東京都港区南⿇布 3-20-1 Daiwa ⿇布テラス 4F 
TEL：03-6447-7288 


